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(54)【発明の名称】 医療用電気機器

(57)【要約】
【課題】  電磁シールド性がよく、組立性も良い医療用
電気機器を実現する。
【解決手段】  医療用電気機器としてのビデオプロセッ
サ５の外装部２１内部には、内視鏡用撮像装置からの撮
像信号を信号処理する回路部を設けたプリント基板２５
と、このプリント基板２５の回路部に電源を供給する内
部電源部２６を有した電源ユニット２７とが設けられて
いる。前記電源ユニット２７には、前面パネル２１ａを
貫通して設けられた電源スイッチ２２と、背面パネル２
１ｂを貫通して設けられた電源インレット２３及びブレ
ーカー２４の各々を一体的に電源ユニット２７内の電源
プリント基板３８上に実装すると共に、この電源プリン
ト基板３８に設けた配線パターン３９ａ～３９ｃによっ
て、これら電源インレット２３とブレーカー２４、ブレ
ーカー２４と電源スイッチ２２、電源スイッチ２２と内
部電源部２６とをそれぞれ電気的に接続する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  電源の供給を受ける電源インレット及び
前記電源のオンオフを行う電源スイッチを有する医療用
電気機器において、
前記機器内部に設けた回路部及びこの回路部に電源を供
給する電源ユニットを備え、少なくとも前記電源スイッ
チと前記電源インレットとの各々に電気的に接続する配
線を前記電源ユニット内に実装配設したことを特徴とす
る医療用電気機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、医療用電気機器、
特に電源構造に特徴のある医療用電気機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、観察光学系中にＣＣＤ等の固体撮
像素子が配設され、観察光学系により結像した被写体像
を撮像する撮像手段を備えた電子内視鏡が開発されてい
る。この種の電子内視鏡は、ビデオプロセッサ等の電気
機器に着脱可能に接続され、被写体像を固体撮像素子に
よって電気信号に変換した状態で電気機器へ伝送するよ
うになっている。
【０００３】前記電気機器は、観察モニタ及び、光源装
置等の周辺機器が接続され、装置内には、電子内視鏡の
固体撮像素子から送られる画像信号の信号処理を行う信
号処理回路、電子内視鏡や周辺機器の動作を制御する制
御スイッチ、電源回路などが設けられており、信号処理
回路の出力の映像信号を観察モニタへ送ってモニタの映
像再生画面上に再生し、内視鏡による観察画像を表示す
ることができるようになっている。
【０００４】ところで、最近では、一般の電気機器に対
し、ＥＭＣ（電磁妨害を与える問題《ＥＭＩ》と電磁妨
害を受ける問題《ＥＭＳ》とを総称する。）対策が充分
施されていることが益々望まれる状況にある。
【０００５】医療用分野において用いられるこのような
従来の医療用電気機器は、例えば特開平８－３０４７１
３号公報に記載されているように、電気機器のリアパネ
ル側に設けた電源インレットや、ブレーカーからハーネ
スを介してフロントパネル側にある機器の電源スイッチ
に接続し、さらにハーネスで電源スイッチと内部電源と
を接続する構造のものが提案されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記特
開平８－３０４７１３号公報に記載の医療用電気機器
は、電源インレットとブレーカーとの間、リアパネルに
設けられているブレーカーとフロントパネルに設けられ
ている電源スイッチとの間、及び電源スイッチと内部電
源との間がハーネスで接続されており、このハーネスの
影響により電磁シールド性が悪いという問題があった。
また、ハーネス処理が煩雑であり、組立性が悪く煩雑で
あるという問題もあった。
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【０００７】本発明は、これらの事情に鑑みてなされた
ものであり、電磁シールド性がよく、組立性も良い医療
用電気機器を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
本発明は、電源の供給を受ける電源インレット及び前記
電源のオンオフを行う電源スイッチを有する医療用電気
機器において、前記機器内部に設けた回路部及びこの回
路部に電源を供給する電源ユニットを備え、少なくとも
前記電源スイッチと前記電源インレットとの各々に電気
的に接続する配線を前記電源ユニット内に実装配設した
ことを特徴としている。この構成により、電磁シールド
性がよく、組立性も良い医療用電気機器を実現する。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の第
１の実施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１及び図２は本発明の第１の実
施の形態に係り、図１は第１の実施の形態の医療用電気
機器としてのビデオプロセッサを備えた内視鏡装置の全
体構成を説明する外観図、図２は図１のビデオプロセッ
サの内部構造を説明する説明図である。
【００１０】本実施の形態は、医療用電気機器の一例と
してビデオプロセッサの構成例を示したものである。図
１に示すように第１の実施の形態の内視鏡装置１は、例
えば細長で硬性な挿入部１１を有する硬性内視鏡（以
下、単に内視鏡）２と、この内視鏡２に着脱自在に装着
される内視鏡用撮像装置３と、前記内視鏡２に照明光を
供給する光源装置４と、前記内視鏡用撮像装置３に対す
る信号処理を行う医療用電気機器としてのビデオプロセ
ッサ５と、このビデオプロセッサ５から出力される映像
信号を表示するモニタ６とから構成される。
【００１１】前記内視鏡２は、細長で硬性な挿入部１１
と、この挿入部１１の後端に連設された太径の把持部１
２と、この把持部１２の後端に形成された接眼部１３
と、前記把持部１２の側部に設けた口金とを有し、この
口金にはライトガイドケーブル１５が接続され、このラ
イトガイドケーブル１５の末端に設けたコネクタ１６を
光源装置４に着脱自在で接続することができる。前記ラ
イトガイドケーブル１５のコネクタ１６を光源装置４に
接続することによって、光源装置４内の図示しないラン
プによる白色光がライトガイドの端面に照射され、この
ライトガイドにより伝送された照明光は、内視鏡２内の
ライトガイドに供給され、挿入部１１の先端部の照明窓
から前方に出射され、被写体を照明する。前記照明窓か
ら出射された照明光により、照明された被写体の光学像
は先端部に設けられた図示しない対物レンズによって結
像され、結像された像はリレー光学系により接眼部１３
側に伝送され、接眼レンズを介して拡大観察できるよう
になっている。
【００１２】前記接眼部１３には、前記内視鏡用撮像装
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置３が着脱自在で装着される。この内視鏡用撮像装置３
は、撮像素子として図示しない例えばＣＣＤなどの固体
撮像素子を内蔵し、この固体撮像素子は内視鏡用撮像装
置３から延出された信号ケーブル９（内の信号線）によ
りビデオプロセッサ５に着脱自在のコネクタ１０を介し
てビデオプロセッサ５に接続されている。
【００１３】前記ビデオプロセッサ５は、前記内視鏡用
撮像装置３の固体撮像素子で光電変換された撮像信号を
信号処理して映像信号を生成し、モニタ６の表示面に画
像を表示するようになっている。
【００１４】次に図２を用いて、医療用電気器としての
ビデオプロセッサ５の詳細構成を説明する。図２に示す
ように前記ビデオプロセッサ５の外装部２１には、前面
パネル２１ａ（図２中左側）に設けた電源スイッチ２２
と、背面パネル２１ｂ（図２中右側）設け、図示しない
電源ケーブルを接続して外部からの商用電源を入力する
電源インレット２３及び過電流が流れることを防止する
ブレーカー２４とを備えている。尚、前記前面パネル２
１ａには、ビデオプロセッサ５の上面から水を掛けても
前記電源スイッチ２２が漏れないようにするために、図
示しないひさしが設けられている。また、前記前面パネ
ル２１ａには、前記電源スイッチ２２を奥めて設けてい
て、この電源スイッチ２２は一度押す毎にオンオフが切
り替わるようになっている。
【００１５】前記ビデオプロセッサ５の外装部２１内部
には、前記内視鏡用撮像装置３からの撮像信号を信号処
理する図示しない回路部を設けたプリント基板２５と、
このプリント基板２５の回路部に電源を供給する内部電
源部２６を有した電源ユニット２７とが設けられてい
る。
【００１６】前記プリント基板２５は、商用電源から電
気的に分離された患者回路部２８と、この患者回路部２
８を囲むようにＬ字型に形成された二次回路部２９とか
ら構成されていて、これら患者回路部２８と二次回路部
２９とは例えばフォトカプラ等の図示しないアイソレー
ションデバイスによって接続されている。
【００１７】前記患者回路部２８には、内視鏡用撮像装
置３からの撮像信号を入力するコネクタ１０を接続する
コネクタ受け部３１が前面パネル２１ａを貫通して設け
られている。また、前記二次回路部２９には、内視鏡用
撮像装置３からの内視鏡像をモニタ７に出力するための
出力端子３２が背面パネル２１ｂを貫通して設けられて
いる。尚、図示しないが前記患者回路部２８を長手方向
に設けて前記患者回路部２８を囲むこと無く、前記出力
端子３２を逆Ｌ字型に設けるように前記二次回路部２９
を構成するようにしても良い。
【００１８】前記二次回路部２９には、前面パネル２１
ａを貫通してＰＣカードを挿入可能な図示しないＰＣカ
ードスロットが設けられている。更に、二次回路部２９
には、バージョンアップのための追加基板が設置可能で
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ある。前記患者回路部２８及び二次回路部２９には、周
囲を囲むようにシールドケース３３が配設されている。
【００１９】前記患者回路部２８には、光源装置３の光
量を最適に制御するための信号を伝達する内部調光ケー
ブル３４が配設されていて、この内部調光ケーブル３４
は背面パネル２１ｂに一体的に設けられた調光コネクタ
３５に電気的に接続されている。前記内部調光ケーブル
３４には、その周囲を囲うようにシールドケース３６が
設けられている。尚、この内部調光ケーブル３４にはシ
ールドケース３６の代わりに、導体で形成された図示し
ないメッシュチューブにて覆うようにしても良い。
【００２０】前記患者回路部２８及び二次回路部２９
は、前記電源ユニット２７にハーネス３７によって電気
的に接続され、それぞれの回路部は電源ユニット２７か
らハーネス３７を介して電源の供給を受けるようになっ
ている。
【００２１】本実施の形態では、少なくとも前記電源ス
イッチ２２と前記電源インレット２３との各々に電気的
に接続する配線を前記電源ユニット２７内に配設するよ
うに構成している。
【００２２】即ち、前記電源ユニット２７には、前面パ
ネル２１ａを貫通して設けられた電源スイッチ２２と、
背面パネル２１ｂを貫通して設けられた電源インレット
２３及びブレーカー２４との各々を一体的に電源ユニッ
ト２７内の電源プリント基板３８上に実装すると共に、
この電源プリント基板３８に設けた配線パターン３９ａ
～３９ｃによって、これら電源インレット２３とブレー
カー２４、ブレーカー２４と電源スイッチ２２、電源ス
イッチ２２と内部電源部２６とをそれぞれ電気的に接続
している。
【００２３】より具体的には、電源インレット２３は配
線パターン３９ａを介してブレーカー２４に電気的に接
続され、ブレーカー２４は配線パターン３９ｂを介して
電源スイッチ２２に電気的に接続され、電源スイッチ２
２は配線パターン３９ｃを介して内部電源部２６に電気
的に接続されて、図示しない電源ケーブルによる外部か
らの商用電源が供給されるようになっている。尚、本実
施の形態において、ブレーカー２４の代わりに電源プリ
ント基板３８上に図示しないヒューズを設けても良い。
【００２４】このように構成されたビデオプロセッサ５
の作用を説明する。電源インレット２３に、図示しない
商用電源に接続された電源ケーブルを接続する。ここで
前面パネル２１ａを貫通して設けられた電源スイッチ２
２を押下操作すると、電源インレット２３から電源プリ
ント基板３８に設けられた配線パターン３９ａを介して
ブレーカー２４に伝達され、このブレーカー２４から配
線パターン３９ｂを介して電源スイッチ１２に伝達され
る。そして、電源スイッチ１２から配線パターン３９ｃ
を介して内部電源部２６に電源が供給される。また、こ
れと同時にハーネス３７を介してプリント基板２５にも
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電源が供給される。即ち、ビデオプロセッサ５の電源が
ＯＮ状態となる。このとき、電源スイッチ２２、電源イ
ンレット２３、ブレーカー２４、内部電源部２６との間
は、配線パターン３９ａ、３９ｂ、３９ｃで電気的に接
続されているため、電磁ノイズを発生したり電磁ノイズ
の影響を受けることが少ない。
【００２５】ビデオプロセッサ５は、内視鏡用撮像装置
３に電源を供給し、図示しない固体撮像素子で撮像され
た内視鏡画像信号を二次回路部２９で信号処理し、出力
端子３２を介してモニタ７に映像信号を供給してモニタ
７で内視鏡像を表示する。
【００２６】患者回路部２８及び患者回路部２８に接続
された内部調光ケーブル３４は、ビデオプロセッサ５に
図示しないコンデンサを介して接地されているのみであ
り、電磁ノイズの影響をうけやすいが、図示しないシー
ルドケース及びシールドケース３６で覆うことにより、
電磁ノイズが遮断される。ここで、電磁スイッチ１１を
再度押すと、電源ユニット２７への電源の供給が止ま
り、ビデオプロセッサ５の電源がＯＦＦされる。
【００２７】尚、電源インレット２３に誤って高圧の電
源を接続し、電源スイッチ２２をＯＮしてしまった場合
には、ブレーカー２４が差動し、電源ユニット２７への
電源の供給を遮断することによりビデオプロセッサ５が
故障することを防止する。
【００２８】この結果、ビデオプロセッサ５は電源スイ
ッチ２２、電源インレット２３、ブレーカー２４、内部
電源部２６にハーネスを使用せずに配線パターンで電気
的に接続されているので、電磁シールド性が良く、ま
た、電源スイッチ２２、電源インレット２３、ブレーカ
ー２４を内部電源部と一体的に設けるように構成してい
るので組立性が良いという効果を得る。
【００２９】（第２の実施の形態）図３及び図４は本発
明の第２の実施の形態に係り、図３は第２の実施の形態
を備えた電源ユニットを説明する説明図、図４は図３の
縦断面図である。
【００３０】上記第１の実施の形態では、電源スイッチ
２２、電源インレット２３、ブレーカー２４を電源プリ
ント基板３８に実装する構成としているが、このような
市販品はほとんどなく、ハーネスで接続するのが普通で
あるためコストアップになる可能性がある。そこで、本
第２の実施の形態では、ハーネス及びコネクタを介して
電源プリント基板３８に電気的に接続する構成とする。
それ以外の構成は、図２と同様なので説明を省略し、同
じ構成には同じ符号を付して説明する。
【００３１】即ち、図３に示すように本第２の実施の形
態を備えた電源ユニット４０は、電源スイッチ２２、電
源インレット２３、ブレーカー２４をそれぞれハーネス
４１ａ～４１ｃ及びコネクタ４２ａ～４２ｃを介して電
源プリント基板３８に電気的に接続すると共に、この電
源プリント基板３８に設けた配線パターン４３ａ～４３
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ｃによって、これらコネクタ４２ｂとコネクタ４２ｃ、
コネクタ４２ｃとコネクタ４２ａ、コネクタ４２ａと内
部電源部２６をそれぞれ電気的に接続している。
【００３２】より具体的には、電源インレット２３はハ
ーネス４１ｂ、コネクタ４２ｂ、配線パターン４３ａ、
コネクタ４２ｃ、ハーネス４１ｃを介してブレーカー２
４に電気的に接続され、ブレーカー２４はハーネス４１
ｃ、コネクタ４２ｃ、配線パターン４３ｂ、コネクタ４
２ａ、ハーネス４１ａを介して電源スイッチ２２に電気
的に接続され、電源スイッチ２２はハーネス４１ａ、コ
ネクタ４２ａ、配線パターン４３ｃを介して内部電源部
２６に電気的に接続されて、図示しない電源ケーブルに
よる外部からの商用電源が供給されるようになってい
る。
【００３３】尚、ハーネス４１ａ～４１ｃは、なるべく
短く設けられている。また、本実施の形態ではコネクタ
４２ａ～４２ｃが設けられているが、ハーネス４１ａ～
４１ｃはそれぞれ電源プリント基板３８に直接半田付け
しても良い。
【００３４】このように構成された電源ユニット４０を
有したビデオプロセッサ５の作用を説明する。電源イン
レット２３に、図示しない商用電源に接続された電源ケ
ーブルを接続する。ここで前面パネル２１ａを貫通して
設けられた電源スイッチ２２を押下操作すると、電源イ
ンレット２３からハーネス４１ｂ、コネクタ４２ｂ、配
線パターン４３ａ、コネクタ４２ｃ、ハーネス４１ｃを
介してブレーカー２４に伝達され、さらにブレーカー２
４からハーネス４１ｃ、コネクタ４２ｃ、配線パターン
４３ｂ、コネクタ４２ａ、ハーネス４１ａを介して電源
スイッチ２２に伝達され、電源スイッチ２２からハーネ
ス４１ａ、コネクタ４２ａ、配線パターン４３ｃを介し
て内部電源部２６に電源が供給される。
【００３５】この結果、第１の実施の形態に比べて、ハ
ーネス４１ａ～４１ｃで電源スイッチ２２、電源インレ
ット２３、ブレーカー２４及び内部電源部２６をそれぞ
れ接続しているので市販品を使用可能であり、コストを
削減することができる。また、ハーネス４１ａ～４１ｃ
を極力短くしているので、電磁シールド性はほとんど損
なうことなく、安価な電源ユニット４０を供給すること
ができる。また、第１の実施の形態と同様、組立性が良
いという効果も得る。
【００３６】（第３の実施の形態）図５及び図６は本発
明の第３の実施の形態に係り、図５は第３の実施の形態
の電源スイッチを説明する説明図であり、図５（ａ）は
外部電源スイッチと内部電源スイッチとで構成された電
源スイッチを説明する説明図、図５（ｂ）は同図（ａ）
の状態から外部電源スイッチを押下操作した際の説明
図、図６は図５の変形例を示す説明図である。
【００３７】上記第１、第２の実施の形態では、電源ス
イッチ２２を前面パネル２１ａを貫通して電源ユニット
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7
に対して一体的に設ける構成としているが、本第３の実
施の形態では電源スイッチを外部と内部とに分けて形成
し、外部の電源スイッチを電源ユニットから着脱自在と
なるように構成する。それ以外の構成は、第１、第２の
実施の形態と同様なので説明を省略し、同じ構成には同
じ符号を付して説明する。
【００３８】即ち、図５に示すように本第３の実施の形
態の電源スイッチ５０は、電源ユニットに一体的に設け
られた内部電源スイッチ５１と、外部から電源をオンオ
フする外部電源スイッチ５２とから構成されている。内
部電源スイッチ５１は、バネ５３により前面パネル２１
ａの方向に常に付勢されている押圧体５４と、この押圧
体５４により押圧されてスイッチングを行う内部スイッ
チ部５５とから構成されている。
【００３９】前記内部スイッチ部５５には、押圧体５４
により押圧される突起部５５ａが設けられている。ま
た、内部スイッチ部５５には、電源プリント基板に設け
た配線パターン３９ｂ、３９ｃに電気的に接続してい
る。尚、図示しないが第２の実施の形態（図３及び図
４）で説明したのと同様に、ハーネス及びコネクタを介
して配線パターン３９ｂ、３９ｃに電気的に接続するよ
うに構成しても良い。
【００４０】前記バネ５３は、一端を前記押圧体５４に
固定されていて、他端を電源ユニットに設けた電源ユニ
ットシャーシ５６に固定されている。外部電源スイッチ
５２は、前面パネル２１ａを貫通して設けられていて、
前記電源ユニットシャーシ５６に形成した係合部として
の係合穴５６ａに係合し、この外部電源スイッチ５２を
電源ユニットと一体化する弾性力を有する係合爪５２ａ
が設けられている。
【００４１】そして、これら外部電源スイッチ５２の係
合爪５２ａと電源ユニットシャーシ５６の係合穴５６ａ
とを係合して、外部電源スイッチ５２が電源ユニットと
一体的に設けられる。そして、外部電源スイッチ５２を
押下操作すると図５（ｂ）に示すように、外部電源スイ
ッチ５２が内部電源スイッチ５１の押圧体５４を押圧
し、バネ５３は少し伸びた状態となって、内部スイッチ
部５５が押圧体５４により押圧されオンオフが行われる
ようになっている。尚、前記内部スイッチ部５５は、オ
ルターネイティブ（自己保持型）のスイッチであるの
で、図５（ａ）の状態から図５（ｂ）の状態にする毎
に、ビデオプロセッサ５の電源オンオフが切り替えられ
るように構成されている。
【００４２】このように構成された電源スイッチ５０を
備えたビデオプロセッサ５は、外部電源スイッチ５２を
押下操作することで、図５（ａ）から図５（ｂ）の状態
にすると、内部電源部２６はＯＮになり、バネ５３の復
元力により図５（ａ）の状態に戻る。更に、もう一度外
部電源スイッチ５２を押圧すると、内部電源部２６はＯ
ＦＦになり、図５（ａ）の状態に戻り、外部電源スイッ
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チ５２を押圧する毎にビデオプロセッサ５の電源はオン
オフされる。
【００４３】この結果、外部電源スイッチを電源ユニッ
トから着脱自在に構成することにより、電源ユニットは
背面パネル２１ｂを貫通するだけとなり、組立性が良く
なるという効果を得る。
【００４４】また、図６に示すように電源スイッチ６０
として、内部電源スイッチ５１の押圧体５４を電源ユニ
ットに固定された内部電源スイッチシャーシ５７内に設
け、バネ５３で前面パネル２１ａの方向に付勢すると、
内部電源スイッチシャーシ５７に形成した貫通部５７ａ
に突出している突起部５５ａを押圧体５４により押圧し
て、オンオフが行われるように構成しても良い。
【００４５】（第４の実施の形態）図７及び図９は本発
明の第４の実施の形態に係り、図７は第４の実施の形態
を備えた電源スイッチを説明する説明図であり、図７
（ａ）は外部電源スイッチと内部電源スイッチとで構成
された電源スイッチを説明する説明図、図７（ｂ）は同
図（ａ）の状態から外部電源スイッチを押下操作した際
の説明図、図８は図７の変形例を示す説明図、図９は図
７の他の変形例を示す説明図である。
【００４６】上記第３の実施の形態では、前面パネル２
１ａを貫通して設けた外部電源スイッチ５２に係合爪５
２ａを設け、この係合爪５２ａを電源ユニットシャーシ
５６に形成した係合穴５６ａに係合して電源ユニットと
一体的に設けた構成としているが、本第４の実施の形態
では外部電源スイッチ５２に係合穴を形成し、この係合
穴に係合する係合部を内部電源スイッチ５１の押圧体５
４に設ける構成としている。それ以外の構成は、第３の
実施の形態と同様なので説明を省略し、同じ構成には同
じ符号を付して説明する。
【００４７】即ち、図７に示すように本第４の実施の形
態の電源スイッチ７０は、電源ユニットと一体的に係合
する係合部としての係合穴７１を形成した外部電源スイ
ッチ５２と、この外部電源スイッチ５２の係合穴７１に
係合する係合爪７２を設けた押圧体５４及びこの押圧体
５４により押圧されオンオフが行われる内部スイッチ部
５５を有する内部電源スイッチ５１とから構成されてい
る。尚、前記押圧体５４には、係合爪７２に弾性力を持
たせるためにスリット３５が形成され、バネ５３により
前面パネル２１ａ方向に常に付勢されるようになってい
る。
【００４８】そして、これら外部電源スイッチ５２の係
合穴７１と押圧体５４の係合爪７２とを係合して、外部
電源スイッチ５２が電源ユニットと一体的に設けられ
る。そして、外部電源スイッチ５２を押下操作すると図
７（ｂ）に示すように、外部電源スイッチ５２が内部電
源スイッチ５１の押圧体５４を押圧し、バネ５３は少し
伸びた状態となって、内部スイッチ部５５が押圧体５４
により押圧されオンオフが行われるようになっている。
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尚、前記内部スイッチ部５５は、第３の実施の形態（図
５）で説明したのと同様にオルターネイティブ（自己保
持型）のスイッチであるので、図７（ａ）の状態から図
７（ｂ）の状態にする毎に、ビデオプロセッサ５の電源
オンオフが切り替えられるように構成されている。つま
り、外部電源スイッチ５２を押圧する毎にビデオプロセ
ッサ５の電源はオンオフされる。この結果、第３の実施
の形態と同様な効果を得る。
【００４９】また、図８に示すように電源スイッチ８０
として、内部電源スイッチ５１の押圧体５４に係合部８
１を設け、外部電源スイッチ５２に係合穴８２を形成す
ると共に、弾性を有する係合爪８３を設け、この係合爪
４０を係合穴３９に挿入して電源ユニットに一体化する
ように構成しても良い。
【００５０】更に、図９に示すように電源スイッチ９０
として、内部電源スイッチ５１の押圧体５４に雄ネジ部
９１を形成し、及び外部電源スイッチ５２に雌ネジ部９
２を形成して、雄ネジ部９１を雌ネジ部９２にねじ込む
ことで、電源ユニットに一体化するように構成しても良
い。
【００５１】尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに
限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲
で種々変形実施可能である。
【００５２】［付記］
（付記項１）  電源の供給を受ける電源インレット及び
前記電源のオンオフを行う電源スイッチを有する医療用
電気機器において、前記機器内部に設けた回路部及びこ
の回路部に電源を供給する電源ユニットを備え、少なく
とも前記電源スイッチと前記電源インレットとの各々に
電気的に接続する配線を前記電源ユニット内に実装配設
したことを特徴とする医療用電気機器。
【００５３】（付記項２）  電源の供給を受ける電源イ
ンレット及び前記電源のオンオフを行う電源スイッチを
有する医療用電気機器において、前記機器内部に設けた
回路部及びこの回路部に電源を供給する電源ユニットを
備え、少なくとも前記電源スイッチと前記電源インレッ
トとの各々を前記電源ユニットに一体的に設けたことを
特徴とする医療用電気機器。
【００５４】（付記項３）  電源の供給を受ける電源イ
ンレット及び前記電源のオンオフを行う電源スイッチを
有する医療用電気機器において、前記機器内部に設けた
回路部及びこの回路部に電源を供給する内部電源部を備
え、少なくともこの内部電源部と前記電源スイッチ及び
前記電源インレットの各々を同一プリント基板上に設け
ると共に、これら前記電源インレットと前記電源スイッ
チ間及び前記電源スイッチと前記内部電源部間を配線パ
ターンで電気的に接続したことを特徴とする医療用電気
機器。
【００５５】（付記項４）  電源の供給を受ける電源イ
ンレット及び前記電源のオンオフを行う電源スイッチを
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有する医療用電気機器において、前記機器内部に設けた
回路部及びこの回路部に電源を供給する内部電源部を備
え、少なくとも前記電源インレットと前記電源スイッチ
及び前記内部電源部との間を電気的に接続する配線パタ
ーンをプリント基板に設けると共に、前記電源インレッ
ト又は前記電源スイッチの少なくとも一方と前記配線パ
ターンとの間をハーネスで電気的に接続したことを特徴
とする医療用電気機器。
【００５６】（付記項５）  電源の供給を受ける電源イ
ンレット及び前記電源のオンオフを行う電源スイッチを
有する医療用電気機器において、前記機器内部に設けた
回路部に電源を供給する内部電源部と、前記内部電源部
のオンオフを行う内部電源スイッチと、前記電源インレ
ットと前記内部電源部及び前記内部電源スイッチを一体
的に設けた電源ユニットとを有し、前記電源ユニットと
前記外部電源スイッチとを一体的に、かつ着脱自在に設
けたことを特徴とする医療用電気機器。
【００５７】（付記項６）  前記電源ユニットと前記外
部電源スイッチとを一体的に、かつ着脱自在に構成する
手段は、これら前記電源ユニットと前記外部電源スイッ
チとのどちらか一方に設けた係合部と、この係合部に相
対する他方に前記係合部と係合する弾性を有する係合爪
とから構成することを特徴とする付記項５に記載の医療
用電気機器。
【００５８】（付記項７）  電源の供給を受ける電源イ
ンレット及び前記電源のオンオフを行う電源スイッチを
有する医療用電気機器において、前記機器の内部に設け
た回路部に電源を供給する内部電源部と、前記内部電源
部のオンオフを行う内部電源スイッチと、前記電源イン
レットとを同一プリント基板上に設け、前記電源インレ
ットと前記内部電源スイッチとの間及び前記内部電源ス
イッチと前記内部電源部との間を配線パターンで電気的
に接続して電源ユニットを構成すると共に、前記電源ユ
ニットと前記外部電源スイッチとを一体的に、かつ着脱
自在に設けたことを特徴とする医療用電気機器。
【００５９】（付記項８）  電源の供給を受ける電源イ
ンレットと、前記電源のオンオフを行う電源スイッチ及
び前記機器に過電流が流れることを保護するブレーカー
を有する医療用電気機器において、前記機器内部に設け
た回路部及びこの回路部に電源を供給する電源ユニット
を備え、少なくとも前記電源スイッチと前記電源インレ
ット及び前記ブレーカーとの各々を前記電源ユニットに
実装すると共に、これらを電気的に接続する配線を前記
電源ユニット内に配設したことを特徴とする医療用電気
機器。
【００６０】（付記項９）  電源の供給を受ける電源イ
ンレットと、前記電源のオンオフを行う電源スイッチ及
び前記機器に過電流が流れることを保護するブレーカー
を有する医療用電気機器において、前記機器内部に設け
た回路部及びこの回路部に電源を供給する内部電源部を



(7) 特開２００１－１９０４９８

10

20

30

40

50

11
備え、少なくともこの内部電源部と前記電源スイッチと
前記電源インレット及び前記ブレーカーの各々を同一プ
リント基板上に設けると共に、これら前記電源インレッ
トと前記ブレーカーとの間、前記ブレーカーと前記電源
スイッチとの間及び前記電源スイッチと前記内部電源部
との間を配線パターンで電気的に接続したことを特徴と
する医療用電気機器。
【００６１】（付記項１０）  電源の供給を受ける電源
インレットと、前記電源のオンオフを行う電源スイッチ
及び前記機器に過電流が流れることを保護するブレーカ
ーを有する医療用電気機器において、前記機器内部に設
けた回路部に電源を供給する内部電源部と、前記内部電
源部のオンオフを行う内部電源スイッチと、前記電源イ
ンレットと、前記ブレーカーと、前記内部電源部及び前
記内部電源スイッチを一体的に設けた電源ユニットとを
有し、前記電源ユニットと前記外部電源スイッチとを一
体的に、かつ着脱自在に設けたことを特徴とする医療用
電気機器。
【００６２】（付記項１１）  前記電源ユニットと前記
外部電源スイッチとを一体的に、かつ着脱自在に構成す
る手段は、これら前記電源ユニットと前記外部電源スイ
ッチとのどちらか一方に設けた係合部と、この係合部に
相対する他方に前記係合部と係合する弾性を有する係合
爪とから構成することを特徴とする付記項１０に記載の
医療用電気機器。
【００６３】（付記項１２）  電源の供給を受ける電源
インレットを前記機器の筐体の背面側に設け、前記電源
のオンオフを行う電源スイッチを前記機器の筐体の前面
側に設けた医療用電気機器において、前記機器内部に設
けた回路部及びこの回路部に電源を供給する電源ユニッ
トを備え、少なくとも前記電源スイッチと前記電源イン
レットとの各々に電気的に接続する配線を前記電源ユニ
ット内に実装配設したことを特徴とする医療用電気機
器。
【００６４】（付記項１３）  電源の供給を受ける電源
インレットを前記機器の筐体の背面側に設け、前記電源
のオンオフを行う電源スイッチを前記機器の筐体の前面
側に設けた医療用電気機器において、前記機器内部に設
けた回路部及びこの回路部に電源を供給する電源ユニッ
トを備え、少なくとも前記電源スイッチと前記電源イン
レットとの各々を前記電源ユニットに一体的に設けたこ
とを特徴とする医療用電気機器。
【００６５】（付記項１４）  電源の供給を受ける電源
インレットを前記機器の筐体の背面側に設け、前記電源
のオンオフを行う電源スイッチを前記機器の筐体の前面
側に設けた医療用電気機器において、前記機器内部に設
けた回路部及びこの回路部に電源を供給する内部電源部
を備え、少なくともこの内部電源部と前記電源スイッチ
及び前記電源インレットの各々を同一プリント基板上に
設けると共に、これら前記電源インレットと前記電源ス
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イッチ間及び前記電源スイッチと前記内部電源部間を配
線パターンで電気的に接続したことを特徴とする医療用
電気機器。
【００６６】（付記項１５）  電源の供給を受ける電源
インレットを前記機器の筐体の背面側に設け、前記電源
のオンオフを行う電源スイッチを前記機器の筐体の前面
側に設けた医療用電気機器において、前記機器内部に設
けた回路部及びこの回路部に電源を供給する内部電源部
を備え、少なくとも前記電源インレットと前記電源スイ
ッチ及び前記内部電源部との間を電気的に接続する配線
パターンをプリント基板に設けると共に、前記電源イン
レット又は前記電源スイッチの少なくとも一方と前記配
線パターンとの間をハーネスで電気的に接続したことを
特徴とする医療用電気機器。
【００６７】（付記項１６）  電源の供給を受ける電源
インレットを前記機器の筐体の背面側に設け、前記電源
のオンオフを行う電源スイッチを前記機器の筐体の前面
側に設けた医療用電気機器において、前記機器内部に設
けた回路部に電源を供給する内部電源部と、前記内部電
源部のオンオフを行う内部電源スイッチと、前記電源イ
ンレットと前記内部電源部及び前記内部電源スイッチを
一体的に設けた電源ユニットとを有し、前記電源ユニッ
トと前記外部電源スイッチとを一体的に、かつ着脱自在
に設けたことを特徴とする医療用電気機器。
【００６８】（付記項１７）  前記電源ユニットと前記
外部電源スイッチとを一体的に、かつ着脱自在に構成す
る手段は、これら前記電源ユニットと前記外部電源スイ
ッチとのどちらか一方に設けた係合部と、この係合部に
相対する他方に前記係合部と係合する弾性を有する係合
爪とから構成することを特徴とする付記項５に記載の医
療用電気機器。
【００６９】（付記項１８）  電源の供給を受ける電源
インレットを前記機器の筐体の背面側に設け、前記電源
のオンオフを行う電源スイッチを前記機器の筐体の前面
側に設けた医療用電気機器において、機器の内部に設け
た回路部に電源を供給する内部電源部と、前記内部電源
部のオンオフを行う内部電源スイッチと、前記電源イン
レットとを同一プリント基板上に設け、前記電源インレ
ットと前記内部電源スイッチとの間及び前記内部電源ス
イッチと前記内部電源部との間を配線パターンで電気的
に接続して電源ユニットを構成すると共に、前記電源ユ
ニットと前記外部電源スイッチとを一体的に、かつ着脱
自在に設けたことを特徴とする医療用電気機器。
【００７０】（付記項１９）  電源の供給を受ける電源
インレット及び前記機器に過電流が流れることを保護す
るブレーカーを前記機器の筐体の背面側に設け、前記電
源のオンオフを行う電源スイッチを前記機器の筐体の前
面側に設けた医療用電気機器において、前記機器内部に
設けた回路部及びこの回路部に電源を供給する電源ユニ
ットを備え、少なくとも前記電源スイッチと前記電源イ
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ンレット及び前記ブレーカーとの各々を前記電源ユニッ
トに実装すると共に、これらを電気的に接続する配線を
前記電源ユニット内に配設したことを特徴とする医療用
電気機器。
【００７１】（付記項２０）  電源の供給を受ける電源
インレット及び前記機器に過電流が流れることを保護す
るブレーカーを前記機器の筐体の背面側に設け、前記電
源のオンオフを行う電源スイッチを前記機器の筐体の前
面側に設けた医療用電気機器において、前記機器内部に
設けた回路部及びこの回路部に電源を供給する内部電源
部を備え、少なくともこの内部電源部と前記電源スイッ
チと前記電源インレット及び前記ブレーカーの各々を同
一プリント基板上に設けると共に、これら前記電源イン
レットと前記ブレーカーとの間、前記ブレーカーと前記
電源スイッチとの間及び前記電源スイッチと前記内部電
源部との間を配線パターンで電気的に接続したことを特
徴とする医療用電気機器。
【００７２】（付記項２１）  電源の供給を受ける電源
インレット及び前記機器に過電流が流れることを保護す
るブレーカーを前記機器の筐体の背面側に設け、前記電
源のオンオフを行う電源スイッチを前記機器の筐体の前
面側に設けた医療用電気機器において、前記機器内部に
設けた回路部に電源を供給する内部電源部と、前記内部
電源部のオンオフを行う内部電源スイッチと、前記電源
インレットと、前記ブレーカーと、前記内部電源部及び
前記内部電源スイッチを一体的に設けた電源ユニットと
を有し、前記電源ユニットと前記外部電源スイッチとを
一体的に、かつ着脱自在に設けたことを特徴とする医療
用電気機器。
【００７３】（付記項２２）  前記電源ユニットと前記
外部電源スイッチとを一体的に、かつ着脱自在に構成す
る手段は、これら前記電源ユニットと前記外部電源スイ
ッチとのどちらか一方に設けた係合部と、この係合部に
相対する他方に前記係合部と係合する弾性を有する係合
爪とから構成することを特徴とする付記項１０に記載の
医療用電気機器。
【００７４】 *
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*【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、電
源インレットと電源スイッチ、電源スイッチと内部電源
部との間をプリント基板の配線パターンによって電気的
に接続しているので、電磁シールド性が良く、また、組
立性が良いという効果を得る。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施の形態の医療用電気機器としてのビ
デオプロセッサを備えた内視鏡装置の全体構成を説明す
る外観図
【図２】図１のビデオプロセッサの内部構造を説明する
説明図
【図３】第２の実施の形態を備えた電源ユニットを説明
する説明図
【図４】図３の縦断面図
【図５】第３の実施の形態の電源スイッチを説明する説
明図
【図６】図５の変形例を示す説明図
【図７】第４の実施の形態を備えた電源スイッチを説明
する説明図
【図８】図７の変形例を示す説明図
【図９】図７の他の変形例を示す説明図
【符号の説明】
１            …内視鏡装置
２            …内視鏡（硬性内視鏡）
３            …内視鏡用撮像装置
４            …光源装置
５            …ビデオプロセッサ（医療用電気機器）
６            …モニタ
２１ａ        …前面パネル
２１ｂ        …背面パネル
２２          …電源スイッチ
２３          …電源インレット
２４          …ブレーカー
２５          …プリント基板
２６          …内部電源部
２７          …電源ユニット
３９ａ～３９ｃ…配線パターン

【図３】
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